
 

 

平成２７年度スーパーグローバルハイスクール構想調書の概要 
 

指定期間 ふりがな あいちけんりつ じしゅうかん こうとうがっこう 
②所在都道府県 愛知県 

27～31 ①学校名 愛知県立時習館高等学校 

③対象学科
名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 第１学年 321 名 ８クラス 

第２学年 322 名 理系５、文系３クラス 

第３学年 312 名 理系５、文系３クラス 

普通科 ３２１ １１４ １２３  ５５８ 

  文系 文系   

⑥研究開発

構想名 

「日英独高校生の国際シンポジウム等によるグローバル・リーダーの育成」 

 

⑦研究開発
の概要 

時習館ＳＧＨは、学校設定科目による「カリキュラム開発」、国内の大学や企業と連

携した探究活動やインターンシップを実施する「ＳＧＨ発展学習」、さらに、英国、ド

イツの姉妹校や大学、国際機関、企業と連携した国際シンポジウムやフィールドワーク

等を実施する「ＳＧＨ海外学習」の３つのカテゴリーで研究開発を行う。 

Ｓ
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全
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(1) 目的・目標 

本校はＳＳＨ、コアＳＳＨ及びＳＳＨ人材育成重点枠の指定をうけ、全校生徒を対象に

科学技術立国日本の将来を牽引する人材の育成及び科学技術教育とグローバル教育の融合

に関する研究開発に取り組み、様々な成果をあげてきた。今回の研究開発では、本校校訓

である「自考自成」の精神を実践し、「問題発見・解決能力」「論理的・批判的思考力」

「英語によるプレゼンテーション能力」「異文化理解力」等の国際的素養を身に付けた、

日本の未来を創造的に描くことのできるグローバル・リーダーの育成を目指す。また、グ

ローバル・リーダー育成のための海外連携の先進校及び英国・ドイツの大学、企業等との

連携の日本拠点校としての役割を果たし、愛知県内外の高校と協力して本事業の拡大・推

進を図る。 

 これらを踏まえて、研究開発目標として以下の６点を設定する。 

 ① アジアの中の日本を知る      ② 世界の中のアジア及び日本を知る 

 ③ 日本の未来を創造的に描く     ④ Solution-based English の実践  

 ⑤ 本校の校訓である「自ら考え自ら成す」の精神の実践  

 ⑥ ルーブリック等のパフォーマンス評価の研究及び確立 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

ＳＳＨ事業では、英国・ドイツの姉妹校との「日英独３か国の高校生による科学技術に

関する合同研究発表会」の開催等により、科学技術創造立国日本に貢献できる人材の育成

において生徒の意欲が飛躍的に高まるなどの成果を得た。また、「英語村」や学校設定科

目の中でのディベート等の実施で、「論理的思考力」「コミュニケーション能力」等の育

成を図ってきた。しかし、これらの取組では、日本の伝統文化を正しく理解し、それを外

国の人々に的確に発信することや、グローバル課題に関心を抱き、国際的な舞台で活躍す

ることを将来の目標と考える人材の育成は、十分にできなかった。そのため、探究活動の

中でこれらを身に付けたグローバル・リーダーを育成する。今回の研究開発では仮説とし

て以下の３点を立てる。 

【仮説１】カリキュラム開発等により、発展的な学習、課題研究、言語活動を充実させる

ことで、「日本の伝統や文化に関する理解力」「アジアにおける日本の立場の理解」「論

理的思考力・批判的思考力」「問題発見・解決能力」「プレゼンテーション能力」等を向

上させることができる。 

【仮説２】国内の大学や企業との連携によるグローバル課題の探究で、「世界の中の日本」

や「グローバル社会における日本の役割」を深く理解するとともに、英語によるコミュニ

ケーション能力を向上させることができる。 

【仮説３】英国・ドイツの姉妹校との共同研究や国際シンポジウムの開催や、英国、ドイ

ツの大学や研究機関、国際機関、企業とのワークショップ等のを実施で、英語によるコミ

ュニケーション能力の向上、さらに、国際的な舞台で活躍しようとする意欲・理解・能力

等を育成することができる。 

(3) 成果の普及 



ア ＳＧＨ部員、高大連携事業に参加した生徒、本校教員が様々な場面で行う人的普及 
イ 成果報告書、ホームページ、ＳＧＨ成果発表会による普及 
ウ 学校設定科目を実施する際に開発する独自教材といった成果物による普及 
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(1) 課題研究内容 
課題研究テーマを「共生社会と教育」「歴史と文化」「経済発展と環境」「国際政治・

外交」「日本の貢献・国際協力」の５分野に設定し、以下の内容でグローバルな社会問題
やビジネスに対する関心を高め、問題を発見・解決する探究的な学習を通して、日本の未
来を創造的に描くことのできるグローバル・リーダーの育成をめざす。 
 【内容】「学校設定科目」「ＳＧＨ海外学習」「ＳＧＨ発展学習」「ＳＧカルチャー」「Ｓ
ＧＨ特別講演会」 

(2) 実施方法・検証評価 
【実施方法】 
 課題研究は大学・企業等の専門家からの講義や外部講師等による個別指導、校外学習・
海外研修等を通して実施する。その成果はまとめて発表し、国内外に発信する。 
 ・学校設定科目「SG アジア探究」「SG 国際探究」「SG グローバル社会探究」「SS＆SG 
  ＬＴＣ」「SS＆SG ＥＳＰⅠ、Ⅱ」 
 ・「ＳＧＨ海外学習」 英国及びドイツの姉妹校との連携（「日英独高校生の国際シン

ポジウム」の開催、「海外研修」における課題研究成果の発表、「事前研修」）、英
国及びドイツの大学、国際関係機関や企業等との連携（「海外研修」でのフィールド
ワーク・ワークショップや大学教員等によるレクチャー等） 

 ・「ＳＧＨ発展学習」 国内の大学、企業、国際関連機関との連携（大学教員等による
発展的講義、大学教員・企業人等の指導のもとでの探究活動、ワークショップやイン
ターシップ等）、大学の留学生等とのグローバルな課題についてのディスカッション、
各種コンクールへの積極的な参加 

 ・「ＳＧカルチャー」 大学、企業等の専門家や外部講師による講義や指導・助言を受
け、フィールドワークを行うことで、興味・関心を喚起させ、探究的な学習を深める。 

・「ＳＧＨ特別講演会」 大学・企業等の専門家を招き、探究的な学習に対する意欲を 

喚起させ、グローバルな問題やビジネスについての理解を深める。 

【検証評価】 
 ・考査問題、課題レポートやプレゼンテーション資料の内容、プレゼンテーション、ア

ンケート調査、ルーブリック等に基づく生徒の変容、教員の変容を分析して行う。 
 ・ＳＧＨ運営指導委員会の評価等   
(3) 必要となる教育課程の特例等 

「総合的な学習の時間」２単位－「SS＆SG ＬＴＣ」２単位中 1単位、「情報の科学」 
２単位中１単位を充当する。特例ではないが、「英語表現Ⅰ」２単位－「SS&SG ＥＳＰ

Ⅰ」２単位、「英語表現Ⅱ」４単位－「SS&SG ＥＳＰⅡ」４単位（第２学年２単位、第３
学年２単位）を充当する。特例はないが、「現代社会」（２単位）を代替措置として１年
生全員を対象に「SG アジア探究」（２単位）を充当する。国際分野の内容を大学等外部
機関と連携した探究活動により、生徒の論理的思考力や問題解決力を向上させることを目
標とする。 
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(1) 課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価 
【研究開発の内容】 
・学校設定科目「SG 日本文化探究Ⅰ、Ⅱ」で実施。 

【実施方法】教材開発、指導法の工夫、大学等との連携、教科を超えた教員の連携 
【検証評価】 

・考査問題、課題レポート、アンケート調査、ルーブリック等から生徒、教員の変容を 
 分析して行う。 

 ・ＳＧＨ運営評議員会の評価等 
(2) 課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等 

「国語総合」２単位―「SG 日本文化探究Ⅰ」５単位中４単位を充当する。 
(3) グローバル・リーダー育成に関する環境整備，教育課程課外の取組内容・実施方法 
・オーストラリアの大学や高校との連携（グローバル問題についてｅメールで情報交換、 
 テレビ会議を実施してグローバル問題について発表・ディスカッションを実施） 
・「英語部」を「ＳＧＨ外国語部」に改編、「ＳＧＨ歴史部」の設置 

 ・ ボランティア活動への積極的参加 
 ・ 文系を「グローバルコース」、理系を「サイエンスコース」に改編 

⑨その他 
特記事項 

「情報の科学」２単位－「SS＆SG ＬＴＣ」１単位、「SS 総合数学」１単位を充当する。 



１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

f

（その他本構想における取組の達成目標）　　ＳＧＨに関する部活動の部員を増やす。

       0 人 　　　　5  人

目標設定の考え方：　50人以上を目標とする。

　　　45  人SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

c

将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合

5% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 70%

目標設定の考え方：　明確な職業観を身につけ、国際的な舞台で活躍しようと考える生徒の割合を、全校生徒の70％を目標とす
る。

5%

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 70%SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

e

卒業時における生徒の４技能の総合的な英語力としてCEFRのB1～B2レベルの生徒の割合

15.9% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 40%

目標設定の考え方：　英語授業の一層の改善や英語による成果発表会を通して、「論理的思考力」「コミュニケーション能力」を育み、
該当レベルの生徒の割合の増加を目標とする。

8.7%

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 70%SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

a

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒数

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　200　人

目標設定の考え方：　自主的に地域社会や国際社会に貢献する活動に取り組む生徒数を、少なくとも全校生徒の30％を目標とす
る。

　　　30　人 　　　36　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　88　人

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

b

自主的に留学又は海外研修に行く生徒数

　　22　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　16　人

目標設定の考え方：　ＳＳＨ（10）、ＳＧＨ（20）、その他の海外研修をあわせて40人以上を目標とする。

　　　22　人

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　24　人SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

d

公的機関から表彰された生徒数、又はグローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における入賞者
数

　　　0　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　5　人

目標設定の考え方：　様々なコンテスト等に積極的な参加を促し、被表彰者・入賞者数15名を目標とする。

　　　　0　人

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　10　人SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

平成２７年度スーパーグローバルハイスクール　目標設定シート

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 目標値(31年度)

ふりがな あいちけんりつじしゅうかんこうとうがっこう
指定期間 27～31学校名 愛知県立時習館高等学校

25年度



１’指定４年目以降に検証する成果目標

目標設定の考え方：　ＳＧＨでの課題研究の充実に努め、該当する生徒の割合の増加を目標とする。

d

大学在学中に留学又は海外研修に行く卒業生の数

- 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　20  人-

目標設定の考え方：　SGHの成果として、グローバルコース生徒の25％、サイエンスコース生徒の10％を目標とする。

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　30  人

c

SGHでの課題研究が大学の専攻分野の選択に影響を与えた生徒の割合

- 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 5%-

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 80%

b

海外大学へ進学する生徒の人数

　　　0　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　1　人　　　0　人

目標設定の考え方：　ＳＧＨの成果として、グローバル社会で活躍したいと考える生徒の増加を目標とする。

　　　3　人

目標値(34年度)

a

国際化に重点を置く大学 へ進学する生徒の割合

34% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 40%

26年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度25年度

30%

目標設定の考え方：　ＳＧＨの成果として、グローバル社会で活躍したいと考え、スーパーグローバル大学に進学することを目標と
する。

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

　　　　　　％ 　　　　　　％ 60%

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人



２．グローバル・リーダーを育成する高校としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞
１．生徒を対象とした調査について

○研究され、確立している　　△研究中　　×研究されていない

目標設定の考え方：　生徒に主体的な学習意欲や自己研鑽意識の向上を促すパフォーマンス評価方法の研究・確立状況を目標
とする。

目標設定の考え方：　継続的に整備を行い、ＳＧＨ事業の情報発信を目標とする。

j
△ ○

i

外国語によるホームページの整備状況

○整備されている　　△一部整備されている　　×整備されていない

△ ○△

×

（その他本構想における取組の具体的指標）　評価方法としてルーブリック等のパフォーマンス評価の研究・確立状況

h

先進校としての研究発表回数

　　　　1　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　3　回

目標設定の考え方：　授業公開、成果発表会、地域フォーラムの開催を目標とする。

　　　　1　回

g

帰国・外国人生徒の受入れ者数（留学生も含む。）

　　11 人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　18　人

目標設定の考え方：　英国・ドイツの姉妹校からの短期留学生と帰国生徒の人数の増加を目標とする。

　　　12　人

f

グローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における参加者数

　　0　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　30　人

目標設定の考え方：　大会、コンテスト等に積極的に参加する生徒の増加を目標とする。

　　　　0　人

e

課題研究に関して企業又は国際機関等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　20  人

目標設定の考え方：　グローバル社会で活躍する外部人材の参画を通して、生徒の動機づけと課題研究の充実を図ることを目標と
する。

　　　　　　人

d

課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

　　　　0　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　30　人　　　　0　人

c

課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等の数

　　　　0　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　10　校

目標設定の考え方：　英国・ドイツの姉妹校３校、英国・ドイツの連携大学・国際機関７箇所の計10箇所を目標とする。

　　　　0　校

b

課題研究に関する国内の研修参加者数

　　　80　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　440  人

目標設定の考え方：　大学等での校外研修や課題研究の成果発表会への参加は、ＳＧＨ対象生徒（１年生・２年グローバルコース）
全員を目標とする。

　　　80　人

a

課題研究に関する国外の研修参加者数

　　　　0　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　25  人

目標設定の考え方：　海外研修に積極的に参加する生徒数の増加を目標とする。

　　　　0　人

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 目標値(31年度)25年度

全校生徒数（人）

SGH対象生徒数

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

957 955 0 0 0 0 0

SGH対象外生徒数


